
今野寿美雄さん 
） 

"
 

                                  

  

                                   

           

二
六
年
ぶ
り
の
町
内
デ
モ 

女
川
は
快
晴
の
夏
日
。
三

二
度
の
暑
さ
の
中
、
津
波

か
ら
復
興
途
上
の
女
川
町

内
を
約
五
五
〇
人
が
「
危

険
な
原
発
は
止
め
よ
う
！

と
叫
び
な
が
ら
行
進
し
ま 

              
・ 

 

      し
た
。
宮
城
市
民
の
機
関

誌
「
鳴
り
砂
」
に
は
、
二
六

年
前
の
一
九
九
八
年
六
月

二
八
日
、
女
川
原
発
差
し

止
め
控
訴
審
の
結
審
の
日

に
高
木
仁
三
郎
さ
ん
の

「
も
は
や
お
荷
物
で 

                  

           し
か
な
い
原
発
」
と
の
講
演

会
の
後
、
八
五
人
で
女
川
町

内
を
デ
モ
行
進
し
た
と
あ

り
ま
す
。
八
五
人
か
ら
五
五

〇
人
へ
、
原
発
ゼ
ロ
の
日
は

未
だ
厳
し
い
現
実
に
あ
る
。

し
か
し
前
進
を
続
け
よ
う
。 

                  

 

   青
木
美
希
さ
ん
が
被
災
者
ル

ポ
で
知
り
合
っ
た
原
発
労
働
者
の

今
野
寿
美
雄
さ
ん
の
ビ
デ
オ
レ
タ

ー
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。  

彼
は
３
・
１
１
の
時
、
女
川

原
発
構
内
で
激
し
い
揺
れ
を

体
験
し
作
業
員
事
務
所
か

ら
町
並
み
に
押
し
寄
せ
て
く

る
大
津
波
を
目
撃
し
ま
し
た
。

原
発
敷
地
ま
で
あ
と
８
０
セ

ン
チ
。
重
油
タ
ン
ク
が
横
転
し
、

冷
却
水
ポ
ン
プ
も
二
台
の
う

ち
一
台
が
水
没
し
ま
し
た
。

駐
車
場
の
ク
ル
マ
は
無
事
で

し
た
が
、
牡
鹿
半
島
の
道
路

は
寸
断
さ
れ
、
被
災
者
は
各

地
に
分
断
。
彼
も
女
川
を
出

ら
れ
ず
救
援
と
捜
索
活
動

に
従
事
し
ま
し
た
。
そ
の
頃
、

福
島
県
双
葉
町
の
家
族
は

原
発
の
放
射
能
か
ら
逃
れ
所

在
不
明
、
や
っ
と
茨
城
県
古

河
市
の
親
戚
に
逃
れ
て
い
る

事
が
判
明
。
事
故
か
ら
四
日

目
の
夕
刻
、「
Ｊ
Ｒ
古
河
駅
で

妻
と
息
子
に
再
会
し
た
時
の

事
が
忘
れ
ら
れ
な
い
」
と
語

り
ま
し
た
。 
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七
月
七
日
、
東
北
電
力
が
公
表
し
た
本
年
九
月
の
女
川
原
発
再
稼
働
を
阻
止
す
る
た
め
、
市

民
に
よ
る
集
会
と
デ
モ
が
地
元
女
川
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
宮
城
県
下
は
も
と
よ
り
東
北
、

北
海
道
、
東
京
、
京
都
、
さ
ら
に
韓
国
か
ら
も
、
五
五
〇
人
が
参
加
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
女

川
町
生
涯
活
動
セ
ン
タ
ー
は
満
席
と
な
り
、
別
途
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
青
木
美
希
さ
ん
の
「
原
発
ゼ
ロ
で
生
き
る
方
法
」
の
テ
ー
マ
の
講
演
の
後
、
実

行
委
員
会
の
提
案
し
た
集
会
決
議
案
を
満
場
の
拍
手
で
採
択
し
ま
し
た
。
集
会
の
あ
と
の
町

内
パ
レ
ー
ド
（
デ
モ
）
で
は
、
女
川
原
発
再
稼
働
を
許
さ
な
い
の
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。 

３
・１
１
時
、
牡
鹿
半
島
の 

道
路
は
寸
断
さ
れ
た 

 

今
野
さ
ん
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー 

集
会
決
議
（要
約
） 

 

能
登
半
島
地
震
を
自
然
か
ら
の
最
後

の
警
告
と
し
て
女
川
原
発
を
ス
ト
ッ
プ

さ
せ
、
原
発
ゼ
ロ
社
会
を
切
り
開
こ
う 

□
女
川
原
発
は
福
島
事
故
原
発
と
同
じ
老

朽
・
被
災
原
発
で
あ
り
再
稼
働
は
、
と
ん
で
も

な
い
こ
と
で
す 

□
女
川
原
発
立
地
自
治
体
に
は
「
地
元
同
意
」

を
取
り
消
す
よ
う
求
め
、
原
子
力
規
制
委
員

会
に
は
新
知
見
に
よ
る
耐
震
安
全
性
の
再
審

査
を
要
求
し
ま
す 

□
宮
城
県
に
は
専
門
家
に
よ
る
安
全
性
検
討

委
員
会
を
再
度
設
置
す
る
よ
う
求
め
ま
す 

□
県
や
関
係
自
治
体
に
、
原
発
災
害
を
含
め

た
複
合
災
害
時
の
避
難
計
画
の
抜
本
的
見
直

し
を
要
求
し
ま
す 

□
女
川
を
な
し
崩
し
に
「
核
の
ゴ
ミ
」
捨
て
場

に
し
な
い
こ
と
。 

再稼働を許すな！

http://sanriku.my.coocan.jp/
http://sanriku.my.coocan.jp/


ジャーナリスト・作家 

青木美希さん 
） 

                                   

                          被
曝
は
身
近
な
も
の 

青
木
美
希
講
師
は
、
福
島
事

故
当
日
の
避
難
所
で
の
取
材

か
ら
話
し
始
め
ま
し
た
。 

乳
飲
み
子
を
抱
え
た
女

性
は
「
水
道
水
に
放
射
性
ヨ

ウ
素
検
出
」
の
ニ
ュ
ー
ス
に

悩
み
ま
し
た
。
半
減
期
８
日

と
は
い
え
水
道
水
を
飲
め
ば

母
乳
か
ら
の
ヨ
ウ
素
が
乳
児

に
悪
影
響
を
与
え
る
。
し
か

し
水
道
水
し
か
な
い
。
そ
の

子
は
小
学
生
に
な
っ
て
の
甲

状
腺
検
査
で
「
要
観
察
」
の
結

果
が
出
た
と
言
い
ま
す
。 

 

広
大
な
帰
還
困
難
地
区
と

数
万
人
の
未
帰
還
者 

福
島
事
故
避
難
民
は
未
だ

数
万
人
と
言
わ
れ
、
政
府
や

自
治
体
か
ら
の
支
援
も
打
ち

切
ら
れ
苦
し
い
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。「
帰
還

困
難
地
区
」
と
は
、
こ
の
数
万

人
が
帰
れ
な
く
な
っ
た
土
地

の
こ
と
で
す
。 

原
発
事
故
避
難
の
困
難 

能
登
半
島
地
震
の
リ
ア
ル 

青
木
さ
ん
は
志
賀
原
発
周

辺
の
避
難
の
実
態
に
つ
い
て

も
足
を
運
ん
で
調
査
し
ま
し

た
。
寸
断
さ
れ
た
道
路
や
隆

起
し
た
港
の
現
実
。
自
治
体

を
回
っ
た
時
の
問
答
で
す
。

「
原
発
が
危
険
に
な
り
、
家

が
倒
壊
し
そ
う
に
な
っ
た
ら

ど
う
し
ま
す
か
？
」
担
当
者

「
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
防

災
セ
ン
タ
ー
に
避
難
し
て
下

さ
い
」
と
。 

し
か
し
住
民
数

の
７
分
の
１
の
み
の
定
員
。

こ
れ
で
は
、
放
射
能
対
策
に

な
っ
て
い
な
い
。
深
刻
な
規

模
の
原
発
事
故
は
起
き
な
い

と
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
？ 

そ
れ
は
新
た
な
「
原

発
安
全
神
話
」
で
す
。 

原
子
力
規
制
委
員
会
は 

住
民
避
難
に
関
与
せ
ず 

青
木
さ
ん
は
山
中
伸
介
原
子
力 

規
制
委
員
長
が
能
登
地
震
を
受 

け
て
以
下
の
よ
う
に
発
言
し
た 

こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

 

一
月
十
日 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス 

「
屋
内
退
避
が
出
来
な
い

よ
う
な
状
況
が
発
生
し
た
の

は
事
実
だ
。
そ
の
点
の
知
見

を
、
き
ち
ん
と
整
理
し
た
上

で
、
も
し
、
災
害
対
策
指
針
を

見
直
す
必
要
が
あ
れ
ば
、
見

直
し
て
ゆ
き
た
い
」。 

一
月
十
三
日 

東
日
本
放
送
ニ
ュ
ー
ス 

山
中
委
員
長
女
川
訪
問
。
宮

城
県
村
井
知
事
は
、
能
登
地

震
を
踏
ま
え
避
難
方
法
の
検 

証
を
要
望
し
ま
し
た
。
山
中

委
員
長
は
「
能
登
半
島
地
震

で
得
ら
れ
た
知
見
を
も
と
に
、

防
災
指
針
の
見
直
し
を
進
め

た
い
」。 

二
月
十
四
日 

原
子
力
規
制
委
員
会 

記
者
会
見
（
会
見
録
） 

「
避
難
も
出
来
な
い
、
屋
内

退
避
も
出
来
な
い
と
い
う
こ

と
は
、
今
後
の
検
討
の
中
で

は
考
え
な
い
」。 

 

青
木
さ
ん
は
、
原
子
力
委

員
長
の
発
言
の
能
登
地
震
直

後
と
二
月
の
記
者
会
見
の
ギ

ャ
ッ
プ
に
注
目
す
る
べ
き
と

し
、
日
本
の
原
子
力
推
進
の

側
の
強
固
な
意
図
が
こ
こ
に

現
れ
て
い
る
と
し
ま
し
た
。 

 

 
 

会
場
で
、
私
は
青
木
さ
ん

の
最
新
著
書
『
な
ぜ
日
本
は

原
発
を
と
め
ら
れ
な
い
の

か
？
』（
文
春
新
書
二
〇
二
三
・

十
一
月
刊
）
を
購
入
し
ま
し
た
。

彼
女
は
「
希
望
を
！
」
と
サ
イ

ン
し
ま
し
た
。
こ
の
本
の
キ

ャ
ッ
チ
は
「
安
全
神
話
に
加

担
し
た 

政
・
官
・
業
・
学
・

そ
し
て
マ
ス
コ
ミ
の
大
罪
」
。 

 
 

彼
女
は
新
聞
記
者
と
し
て

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
者
ら

百
人
。
被
災
者
を
含
め
る
と

数
百
人
」
を
取
材
し
た
と
書

い
て
い
ま
す
。
今
回
の
講
演

は
こ
の
新
著
に
続
く
能
登
地

震
と
原
発
再
稼
働
に
つ
い
て

の
最
新
情
報
で
す
。 

原
子
力
規
制
委
員
長
の 

驚
く
べ
き
発
言 

私
達
は
３
・
１
１
福
島
第

一
原
発
事
故
の
原
因
が
、
紙

一
重
で
大
事
故
に
は
至
ら
な

か
っ
た
女
川
原
発
と
共
通
す

る
事
を
学
び
ま
し
た
。
さ
ら

に
本
年
の
能
登
半
島
地
震
で

は
、
実
際
に
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

が
機
能
せ
ず
志
賀
原
発
放
射

能
状
況
不
明
、
避
難
路
途
絶
、

屋
内
避
難
も
出
来
な
い
状
況
」

を
目
撃
し
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
山
中
伸
介
原
子

力
規
制
委
員
長
の
発
言
は

「（避
難
指
針
に
つ
い
て
）
今
後
の
検

討
の
中
で
は
考
え
な
い
」
で
す
。
山

中
委
員
長
の
第
一
任
務
は
原

発
災
害
か
ら
国
民
の
命
と
財 

  

産
を
守
る
こ
と
の
は
ず
で
す
。 

シ
ョ
ア
ハ
ム
原
発
廃
炉 

住
民
運
動
の
実
例
。 

 

私
達
の
会
で
は
、「
ア
メ
リ

カ
で
、
住
民
運
動
に
よ
り
原

発
が
廃
炉
さ
れ
た
実
例
」
が

あ
る
と
、
話
題
に
な
り
ま
し

た
。
早
速
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
、

そ
の
原
発
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
の
シ
ョ
ア
ハ
ム
原
発
で

あ
る
事
を
知
り
ま
し
た
。 

こ
の
原
発
は
一
九
七
三
年
か

ら
一
九
八
四
年
の
間
に
ロ
ン

グ
ア
イ
ラ
ン
ド
電
灯
会
社
に

よ
っ
て
建
設
さ
れ
米
国
原
子

力
規
制
委
員
会
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）
に

よ
っ
て
運
転
許
可
が
降
り
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
稼
働
を

前
に
住
民
か
ら
「
真
に
機
能

す
る
避
難
計
画
」
の
要
求
が

出
さ
れ
、
Ｎ
Ｒ
Ｃ
へ
の
異
議

申
し
立
て
や
、
州
議
会
と
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
知
事
に
訴
え

ま
し
た
。
一
万
五
〇
〇
〇
人

の
デ
モ
が
な
さ
れ
、
結
局
こ

の
原
発
は
た
だ
の
一
度
も
稼

働
す
る
こ
と
な
く
一
九
八
九

年
に
廃
炉
と
な
り
ま
し
た
。

住
民
の
「
原
発
避
難
の
権
利
」

が
擁
護
さ
れ
た
の
で
す
。 

国
政
選
挙
が
近
い
。
日
本

国
民
も
こ
の
廃
炉
の
実
例
に

学
ぶ
べ
き
で
す
。（
尚
） 

（
参
考
資
料
）
シ
ョ
ア
ハ
ム

原

子

力

発

電

所 

(wikipredia.net)
 

講
師 

 

青
木
さ
ん
の
講
演
へ
の 

所
感 

https://wikipredia.net/ja/Shoreham_Nuclear_Power_Plant
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